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■シンポジストによる自己紹介
大夛賀　まずシンポジストのみなさまの今のお仕事と就職したきっかけを伺いた
いと思います。
松森　はい、古い時代の2002年卒（１期生）の松森と申します。よろしくお願い
します。
　色々なことが変わってきているなと少し浦島太郎のような気分になって松尾先
生のお話を聞いていました。
　私は、今は大宮すずのきクリニックという所で、常勤の臨床心理士のスタッフ
として働いてます。週に４日は精神科デイケアという所の業務に就いて、１日は
カウンセリング業務をやっています。今年からですけれど、このコミ福で１日だ
け授業を１コマ持たせていただいています。
　今の仕事に就いたいきさつというのは、私は大学のときに、センブラルという
サークルを仲間と一緒に作って、その仲間とともにいろんな所にボランティアに
行ったりしていたことに始まります。そこで病院のワーカーさんと知り合い、紹
介していただいた縁で今の仕事に就きました。働くようになって10年ぐらいたち
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ました。
大夛賀　ありがとうございました。松森さんが在学されていた時には、心理学の
先生がコミュニティ福祉学部にたくさん在籍されていましたけど、当時の学生の
学びはどうだったでしょうか。
松森　そうですね。やっぱり福祉と心理であったり、また宗教であったりとか、
色々な学問を学ぶ機会があったので、非常にぜいたくな時間だったなというふう
に思います。特に、キャンパスに学生自体が少なかったので、先生方ともよくお
しゃべりをさせていただいたりとか、そういう機会も多かったかなと思います。
大夛賀　キャンパスに学生が少なかったというのは、１学年300人ということで
今と比べると多いが、その学年しかいなかったから少なかったということですか。
松森　はい、そうです。４時過ぎると誰も校内におらず本当に閑散とした感じで
した。だから、ほんとに「ああここ大学だったのか」と改めて感じるぐらいで、
今の大学の状況の方が慣れない光景ですね。
大夛賀　私も2004年卒（３期生）なのですが、当時は建物もあまりなかったですよね。
松森　建物はなかったですね。今大学にサブウェイやファミリーマートができて
いて驚きました。
大夛賀　ありがとうございます。では、杉本さんお願いします。
杉本　皆さんこんにちは、2006年卒（５期生）の杉本と申します。私は、大同特
殊鋼という鉄鋼メーカーで働いています。多分シンポジストの中では異色かなと
思います。
　どのような会社かというと、例えば皆さんがボールペンでメモを取ってると思
うのですけど、その先端は、ほぼ私たちの会社で、ほぼ100パーセント大同特殊
鋼のボールペンチップを使って作っています。あとは自動車メーカーさんに鉄を
売ったりとか、そういう会社で営業マンをしております。
　この中にも私の大学時代を何人か知ってる方が居ますが、私が就職した経緯は、
いろいろ福祉に関して向き合おうと思っていろいろなことを大学時代にやったつ
もりなんです。しかし、そもそも私はコミュニティ福祉学部には別に入る気持ち
もなくて、ただ受験日が空いていて父親が、ああそうなんだ、願書を提出したぐ
らいな感じで、たまたまほんとに入って来て、そのまま福祉学部に入ったという
事情があります。
　ですので、敢えてがんばって福祉の現場でアルバイトしてみたりとかいろいろ
やったのですけど、でも初心に従って就職活動をして結果、今の会社に入ったと
いう感じです。
　当時の僕が学んでいたコミュニティ福祉学部の様子ですけど、今も変わらない
と思うのですけど、この比率から見ても非常に女性が多くて、男子校の僕はもう
毎日楽しくてしょうがなかったです。今も昔も変わっているか分からないのです
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けれども、私の様子はみなすごくいい子でした。例えば、グループワークとかグ
ループの意見まとめなさいっていうときに、女の子同士だとみんななかなか他人
に意見を求め過ぎていて、意見がまとまらないとかいうことがありました。すご
く楽しい４年間を過ごさせてもらったなというふうに感じております。以上です。
大夛賀　ありがとうございます。それでは、大塚さんよろしくお願いします。
大塚　皆さん、こんにちは、大塚と申します。先に言っておきますと、一応きち
んと卒業しています。私は今NPO法人子どもグリーフサポートステーションと
いう団体で陸前高田のほうで活動させてもらっております。また、松尾先生がお
話の中で紹介してくださいましたけども、コミュニティ福祉学部の東日本大震災
復興プロジェクトの陸前高田現地コーディネーターという名前をいただいて、陸
前高田にある一軒家、そこに住まわせていただいております。
　そこで、コミュニティ福祉学部の現地コーディネーターとしては、松山先生が
定期的に陸前高田のほうでいろんな方と交流されて、その交流されている方と私
も出会わせていただいて、一緒に仲良く交流を続けさせてもらっているというと
ころです。学生さんが来てくれるときに、いつもそこに１人で住んでいます。空
き家で、向こうのおうちはすごく大きいので１人で居るのがちょっと申し訳ない
ぐらいなと思うのですが、そこに学生さんが来ていただいて地元のかたがたと魚、
おいしいお刺し身とか学園祭、IVY Festaで作られたそうですけども、さんまの
つみれ汁とかいろんなものを地域の方と作って夕食会をしていて、そこの場所に
一緒に居させてもらっているというような活動です。
　NPO団体の職員としては、お父さんとかお母さんといった大切な人を亡くして
しまった子どもたちの居場所というのでしょうか、そういうことをやらせていただ
いてもらっていて、月に２回陸前高田のほうでやらせてもらっているところです。
　私は大学院もコミュニティ福祉学研究科だったので、そのつながりの中でNPO
のほうも、今の陸前高田現地コーディネーターというところのお仕事のほうもそ
のご縁からいただいたというところです。
大夛賀　大塚さん、本日は、東北からいらっしゃったんですか。
大塚　はい。昨日の夜に高田からバスで来ました。
大夛賀　遠いところからありがとうございます。復興支援室の活動にすごく影響
をうけ、そのことが今の仕事につながっているというですけども、少し時間を戻
していただいて、学部時代の政策学科のときの自分についてお話いただけますか。
大塚　杉本さんのお話にもありましたけど、コミ福にはすごくいい子が多いと思
います。僕がいい子だったのか分からないですけど。
　また生徒と先生方とすごく距離が近かったのを覚えています。たとえば、授業が
終わった後、ちょっと気になることがあったりするのですけど、そういったところ
を質問に行くと丁寧にいつも対応してもらったなというのは印象に残っています。
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大夛賀　何か福祉学科の子と政策学科の子で何か違いはありましたか。学ぶ方法
とか違うとか。あるいはそもそも交流があったのでしょうか。
大塚　そうですね。英語のクラスで福祉学科の子と政策学科の子が居たのですけ
ども、すごく変な言い方ですけども、政策の子たちのほうが「はっちゃけていた」
という感じはします。福祉学科の子たちのほうがすごくいわゆるいい子っていう
ふうな感じなのですけど、そういった色は違うなっていうのは何となく感じてい
ましたけど、明確に違ったっていうところまでは感じませんでした。
大夛賀　学部での生徒の個性にあまり違いはないということでしたけれども、友
達の進路とかが違ったりするのでしょうか。
大塚　私の周りですけども、私の周りの仲間たちは一般企業に進むとかコミュニ
ティ政策の友達ですけども、そういった企業に進むとか学校の先生のほうに進ん
でいるとか、そういった子たちは多かったかなと思います。福祉学科の友達は、
福祉の道に進んで行くんだと言っていたりした子が多かったかなと思います。
大夛賀　ありがとうございました。それでは高橋さんお願いします。
高橋　はい。皆さんこんにちは。2012年卒（11期生）で福祉学科を卒業しました
高橋と申します、人前でこういう場で話をするのは慣れていないのでかなり緊張
しているのですけども、温かい目で見ていただければと思います。私は今、大田
区の蒲田にあります福祉事務所で生活保護のケースワーカーをしています。
　生活保護というと生活に困窮されている方の支援ですけども、保護している世
帯が流動的ですが100世帯前後ですね。主に高齢者の世帯だったり、精神疾患の
かたがたが多いのですけども、最近増えているのは、稼働年齢層というか働き盛
り40代、50代でやっぱり失業されたり、派遣切りに遭って保護を受けざるを得
ないという方ですとか、また母子家庭の方、あるいは身体障害を抱えた方ですと
か、あと大田区は河川敷。多摩川が近くにあるのでホームレスで河川敷からとか、
刑務所に入られていて出所したんだけれども行く宛てもなく保護の申請に来られ
る方ですとか、さまざまな方の相談業務ですね。定期的な訪問ですとか、あと何
かあったときの相談の対処ですとか手続きなどの支援です。
　あと、最近よくニュースでも時々あるかと思うんですけども不正受給。収入有
未申告とか不正受給とかも増えているので、そういったときの調査ですとか本人
への指導とういうのも仕事の中には入るかなと思います。今の仕事の経緯としま
しては、特に、生活保護の仕事を希望していたわけじゃないのですけども、学生
時代のときに私は女性福祉、家族福祉、児童福祉分野を専攻していまして、やっ
ぱり福祉を４年間学んできたので何かしら福祉に携わる仕事を、何か困った方の
支援をしたり、そういった方が立ち直っていく過程に何か自分ができることがあ
ればいいなと思って、福祉系の仕事を選んだというところだと思います。
大夛賀　ちょっと大塚さんに聞いた質問と同じような質問をしていきたいと思い
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ます。当時の学生の状況についてお話いただけますか。高橋さんが学生の時には
３学科あったと思うのですが、学科間の学生の交流はあったのでしょうか。
高橋　そうですね、正直、スポーツウエルネス学科とコミ政学科の方と関わる機
会があまりなかったという感じです。私が４年間やっている福祉学科の学生さん
の印象としましては、特にグループワークなどでも、自分で意見を言うというよ
りは、周りの様子を伺うというか、みんなどういうことを考えているのだろうと
か、誰か話を話しをし出すんだろうというように、周りがお互いに様子を伺って
いるような印象でした。あとは、何か自分の目的だったり目標だったり何かする
べきことを見つけたときには、すごいそこに全身全霊で取り組んでまい進できる
力を持っているなという印象がありました。
　やはり３年のときに現場実習があって、やっぱり４年生になると卒論をやるか
やらないかに自然となると思うのですけど、結構周りの学生さんの話を聞くと、
いや、福祉学科だし、来たし、実習行こうかなとか、何かゼミの子がみんな卒論
やるからやるかなみたいな話をする子も少なくはなかったです。ただ、いざやる
と決めて実際取り組んでいくと、ほんとにすごいそこに力を注げる力を持った学
生さんが多かったなという印象を持っています。
大夛賀　松尾先生のプレゼンの中で、コミュニティ福祉学部の学生は公務員にな
られる方が多いということだったのですけども、高橋さんはどのような理由で公
務員を進路として選択されたのですか。
高橋　正直、進路については、非常に迷いました。３年生の今頃ですね、公務員
になるか、あるいはもともとやっぱり現場思考というのも強かったので、現場に
行きたいっていうのをよく聞ききました。私は、正直そのときはもう焦っていて
何かを始めなければいけないといいう気持ちが強かったので、特別区の試験です
と６月、５月にはもう試験があるので、それに取りあえず今できることとして公
務員の勉強を始めてみよう、それでもし公務員の試験に落ちてしまったら現場も
考えようかなっていうような気持ちで、公務員の勉強始めて目指したのがきっか
けですね。
大夛賀　ありがとうございました。それでは、杉原さんお願いします。
杉原　皆さん、こんにちは。2012年卒（11期生）、スポーツウエルネス学科とし
ては第１期の卒業生の杉原宗です。現在はコミュニティ福祉学研究科のコミュニ
ティ福祉学部の大学院の博士課程前期課程の２年生です。
　松尾先生のゼミでスポーツ社会学、テーマとしては高校野球の指導の在り方に
ついて研究しています。来年度からは岐阜県の高校の体育の教員として赴任する
予定です。もともとスポーツウエルネス学科に入りたいと思ったのは、やっぱり
体育の教員として教員になりたいという思いがもともとありました。そういった
思いもあって大学４年生のときには教員採用試験を受験したのですけれども見事
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に一次試験で落ちてしまいました。そこで現状のままで教員になるよりは、より
教員としての幅を広げるために大学で専門的にスポーツについて考えて、教員に
なろうと思って大学院に進学しました。
　それで大学院の１年生のときに教員採用試験を受けまして、そこで何とか合格
をいただきまして、岐阜県の場合は合格後１年間待ってもらえるとうことで、来
年度から保健体育の高校の教員として赴任することになっています。
　大学時代は体育会野球部に所属しておりまして、大学院の２年間も体育会野球
部のコーチとして活動をサポートして、自分自身野球の指導の勉強をさせていた
だきました。
　今は修士論文の執筆をやらなければならないと思いつつも、なかなか作業が進
まない自分にもやもやしながら１月８日の提出に向けて焦っている状況です。
大夛賀　お忙しい中ありがとうございます。杉原さんは、スポーツをなさってい
ますが、コミュニティ福祉学部に所属しているんだよと言われたときにはどのよ
うに感じますか。
杉原　最初、入学したときは何で福祉学部の中に何でスポーツ学科があるんだっ
ていう思いがあったのですけど、他の体育大学とかスポーツ学科にはないものと
して、学部共通科目で他の福祉であったり、政策の授業を受けられるっていうこ
とはとても強みだと思ってきています。
　保健体育、スポーツを教えるのではなくて、これからの保健体育ということは、
これから自分で生きていく上での学びだと思っているので、その中で自分が老い
ていったり、その中で社会に出たときに次期のコミュニティを形成していく１人
の人間として、育っていく要素を体育の教員として保健体育の授業の中で展開で
きたらいいと思うので、それはとても良かったかなと。そういった教員が育てら
れる強みがコミュニティ福祉学部にあるのではないかなと思っています。僕はま
だ全然教えてないですけど、こういうことをしたいなというふうに思います。
■印象的な授業、今の仕事につながっている学び
大夛賀　ありがとうございます。これから具体的なカリキュラムの話に入ってい
きたいなと思います。
　５人のシンポジストの方に当時の印象的な授業であったり、今の仕事につながっ
ている学びについて印象に残っている出来事を今から伺っていこうと思います。
　その前に、卒業生の話を伺った上で、カリキュラムの教育の特徴とか追加的な
説明がありましたら先生方お願いします。
松尾先生　みなさんのお話を伺っていて一番難しいなと思ったのは、各学科の専
門科目と学部共通科目のバランスについてです。
　以前は、全学共通カリキュラムを担当している先生方、宗教とか人間学とか、
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あるいは英語であるとか多様な先生がコミュニティ福祉学部に所属していらっ
しゃったので、人間学を中心にしながらさまざまな学びができたわけです。そし
てそれらの科目を学部共通科目として配置した。ところが、３学科になったとき、
どのようなカリキュラム構成のか考えなくていけないという議論が起こりまし
た。最終的に2012年から新しいカリキュラムに変えたのですが、その内容は学部
共通を少し減らして、1年生からもやっぱり各学科の専門的な事柄も学べるよう
にしました。なぜなら、学科横断型の学部共通と言われる授業を多くするとどう
いう現象が起こるかというと、例えば、政策学科に入ったのだけど、「いったい
政策の授業っていつから始まるのですか」、「1年生ときは宗教しか学んでないで
す」といった状況がでてきます。
　こういった状況を解消するために、共通の学び、福祉という全体の学びとそれ
ぞれの学科の専門の学びをどういうふうに両立させなかせら展開するために、カ
リキュラムを変えたのです。
　今、杉原君が言ってくれたようにいろんなことも学べるバランスについて考え
るために、本日参加されている卒業生の方々は、どのように当日カリキュラムを
捉えていたのかもう少し聞いてみたいと思います。今、学部では、この学びを何
とか両立させるような形でカリキュラムを展開する。なおかつ、いわゆる現場の
学びをきちっと展開し、少人数教育の徹底をしているところであります。
大夛賀　福山先生は何かございますか。今も卒業生の方と交流があると思うので
すけど、昔の卒業生と今の卒業生と何か学んでいることが違うとか感じますで
しょうか。
福山先生　あまり変わらないですね。私の卒業生の１人が一番ここに居ますが、
彼が居たころ、２学科になるまでは、心理系の科目がたくさんあったと思います。
しかし、さきほどお話ししましたが現代心理学部ができることになって、学科の
特色を再考する必要に迫られた中で、コミュニティ福祉学部における心理学、宗
教学の位置付けを少しずつ整理していったのだと思います。翻って、心理学は究
極的に何を扱うのかと言えば、人とのつながりとか人を理解するとか、共感する
とかそういうことであると思います。これは、福祉そのものでも当然在り得るし、
学術用語の上でも、福祉学の中に受容とか共感とかそういう心理学用語もたくさ
ん入ってます。よって心理学と言わなくても、コミュニティ福祉学部の教育の中
に、人間を見るまなざしは当然受け継がれていってると私は思います。
　何といってもいろんな調査をしてみると、コミュニティ福祉学部は先生と学生
との距離が一番近いっていうのが学生のアンケートでいつも全学部と比べて第１
位なんです。そのぐらいアットホームというかファミリーな感じがあり、これも
ずっと受け継がれてきてると思います。
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　例えば、私のゼミ合宿では、それこそ１期生のゼミの卒業生もたくさんゼミ合
宿へ来てもらっていました。ゼミ合宿は、本来教員である私が主導的にやるべき
ですけど先輩たちも参加してやるというような構図をずっと伝統的に作ってきた
のです。
大夛賀　先生方ありがとうございました。それでは、当時印象に残ってるような
授業とか、あるいは今の仕事に役立ってるなと思うような授業がありましたら思
い出していただいて、何か話をいただければと思います。
松森　私は、当時の授業先生方が経験されてきた現場の雰囲気を感じさせてくれ
るような授業が好きでしたね。例えば、実際に先生方自身の経験からお話しくだ
さる現場の出会いや支援といったことでしょうか。そこに先生方の葛藤であった
りとか、またはやりがいであったりとかがメッセージとして含まれていたような
気がします。そのような授業は非常に私の中には残っています。
　私たちは、こうした言葉をそれを自分自身の中に１回置きます。まず自分の中に
１回入れた中で考えて、改めて関わりとはなんだろうかと考えていたと思います。
　今、私は人と関わる現場に居るのですけれど、その人と関わることの姿勢のよ
うなものっていうのを非常に学んだかなと思いますし、それは今も私の大きな土
台の一つになっているかなと思います。
大夛賀　ありがとうございます。それでは杉本さんお願いします。
杉本　あまり覚えてないというのが正直なところです。あえてあげるのでれば、
フィールドスタディでしょうか。バングラディシュにも行ったし、その後はお遍
路を河東先生の授業で回ったこともありました。あるいは、秩父に行ったりした
のをすごく覚えています。今日そこに座っていらっしゃる浅井先生の顔を見てフ
ラッシュバックのように思い出したのですけど、児童福祉論で浅井先生がすごく
真面目な顔をして性教育について語っていたことが印象に残っています。
大夛賀　ありがとうございます。では、大塚さんお願いします。
大塚　僕もあまり覚えていないですが先生方の話されているワードというか、そ
ういったものはすごく頭に残っています。お二人が今おっしゃっていたように先
生と会うとフラッシュバックされますね。今そのお話を聞きながら考えてたのは、
インターンシップ実習、フィールドスタディもそうですけども、そこでの実際に
現場に行くという経験がすごくそのまま生きてるなと感じます。新しいカリキュ
ラムとしてその場に生活するとか住むみたいなのを作ってほしいなぐらいに思っ
ていたところです。
大夛賀　ありがとうございます。それでは続きまして、高橋さんお願いします。
高橋　私は、ほんと入学直後に受けた、亡くなられた尾崎先生の社会福祉援助技
術総論という講義が非常に印象に残っています。といいいますのは、私もただ単
に福祉に興味があって入学をしまして、福祉というのはどういうものかとか全く
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分からない状態でその授業を受けたときに、一言で言うと対人援助とはどういう
ことか、ほんとに目の前に居る人の声のトーンだったり、表情だったりいろんな
要素からくみ取って目の前の人を支援していく、援助していくというのはどうい
うことかっていうのをその授業でほんとに教わったような気がします。本当に自
分の人生にも影響を受けている授業です。
　皆さんもいろんな友人とか身近な人から相談を受けることもあると思うのです
けど、私は当時、同じように相談を受けた際、何か役に立ちたい、問題を解決し
たいと思うのですけど、そういうノウハウが全くないので、人の相談を聞くとき
にどういうことに気を付けて会話をしていったらいいのかとかすごく悩んでいる
ところでした。
　そういう意味で自分の周りの人との関わり方であったり、自分のコミュニケー
ションを見直す大きなきっかけになった授業だったので、ほんとにその後の人生
に大きく影響を受けた授業だなということで、非常に印象に残っています。
大夛賀　ありがとうございます。それでは、杉原さんお願いします。
杉原　私は教員にまだなってはいないのですけど、体育の教員ということで、高
校時代とかは男性の方は多分ダンスの授業とか一切やってこられなかったですけ
ど、大学に入って、授業で初めてエアロビクス、ダンスをやったことが印象に残っ
ています。
　学習指導要領が変わって、来年からもしかしたら僕もダンスを教えるかもしれ
ないのですけど、その礎をそこで築けたかなとは思って、生かすことができれば
いいなっていうふうに思っています。
■コミュニティ福祉学部に期待する今後について
大夛賀　皆さんのお話から印象として今の仕事につながっているような姿勢は学
べた気がするといったことや、コミ福の先生との距離の近さや、課外活動で学ん
だことが今につながっているということが伺えました。
　次に、これからコミュニティ福祉学部はこういうふうになったら面白いのでは
ないかとことを卒業生に皆さんに伺っていきたいと思います。その前に、先生方
から話しをいただいてもよろしいでしょうか。
福山　私はもう定年退職した身ですから、これからコミ福にこうあってほしいと
いうことは特にありません。その代わりに皆さんに、コミ福の教諭として私が15
年間で学んだことというのをぜひ共有していただけたらと思います。
　最初、私は心理学やカウンセリングを福祉学の中にどうやって入れ込むか、ど
うやって福祉学と心理学を共働できるかってそういう発想でした。つまり、言っ
てみれば心理学を埋め込む感覚でいました。しかし、定年退職になるにあたって、
コミ福時代って僕にとっていったい何だったんだろうかっていうふうに思い返し
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てみたら、私の中に浮かんできたのは一つでした。
　福祉という学問は、決して人間のあらゆるひたむきさに目をそむけないってい
う学問だってふうに思います。そのことは、多分他の学問が寄ってたかっても多
分太刀打ちできないだろうというふうに思います。そうではなくて、そこに尊厳
とか価値とかそういうのを見い出そうとする、何かそういう希望を持っている学
問だっていうふうに私は信じると思います。
　ですから、ぜひ、皆さん多くは卒業生の方もいらっしゃるのですけど、現役の
学生の人たちがこれからそういう学部の中に皆さんは居たんだということを、ぜ
ひ再確認していただけたらうれしいなというふうに思います。以上です。
大夛賀　福山先生ありがとうございました。それでは、卒業生の皆さんにお話を
伺っていきたいと思います。
松森　私は１期生で、今までの話で学科が増えているという話しが出ていました
が、私の中ではコミ福はコミ福で一つなのです。そこにはやはり心理であったり
宗教であったり、福祉であったり、もうほんとにいろんな学問があって、それで
大きく一つのコミ福だっていう私の中の感覚です。逆に今、いろんな分野に細分
化していくっていうところがありまして、これは少し寂しいなとも思います。
　私自身、現在精神科のデイケアという所で働いているのですけれど、チームで
働いています。臨床心理士が私一人だけで、あとは作業療法士だったり看護師で
あったり、医師であったり、精神保健福祉士であったりとか、いろんな職種が関
わっています。
　そしてチームとしてその一人の、自分たちの目の前に居る人たちがどういうふ
うにその人らしく生きていけるのかというふうなところを考えているので、そう
いった中では一つの学問的な背景とかでは、なかなか選択できない様々な考えが
あって、その中でその人のためにどういったことを選ぶことができるかっていう
ことが、そのチームの中で求められてきています。
　私の中でそういったいろんな職種とつながりながら支援というものを考えてい
く上では、非常に柔軟な考えというのが重要だと思いますので、これからもコミ
福の学びがまた細分化していく中でも何か、ちょっと「ごちゃまぜ」の要素もカ
リキュラムの中に欲しいと思います。
杉本　もっと皆さんが突き抜けるぐらいいろいろ一つのことをとか、何か積極的
に動いていたほうが、その中でのコミュニケーションも楽しいのかなというふう
に学生時代はそう感じていました。
　具体的にいうと、結構公務員志望の人たちも学問としての福祉に興味を持って
悶々として学んでいるというような印象を受けることが多いです。例えば、一緒
にじゃあちょっと今度ボランティア行ってみようとか、言ってもそういう所には
あんまり来てくれないといったこともありました。
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　あと、社会人になって社会人になって思うのは、やっぱり学生時代って、何か
きょうは忙しいって言っても１日のうち１時間だけその予定があるとかそういう
ような日々があったのでもっとすごく時間があったと思います。例えば、今日み
たいなシンポジウムみたいな場所にもっと現役の学生を引っ張って来るとか、力
が全体からわき出てくるようなとか、具体的には言えないのですけど、何かそう
いう力がコミュニティ福祉学部にはあると思います。
　全員がそういう体験というか、体験することがいいことだとは言えないのです
けども、何かそういうのでもっともっと一人一人がいろんなことを突き抜けて経
験して、みんなで持ち寄って活発に議論するとかそういうふうになっていくと、
すごく面白い学部になるのではないかなというふうに感じています。以上です。
大塚　僕は具体的にこうというものがそんなあったわけではないのですが、ただ、
現場に行ってというか、むしろその現場で生活するとか住むとか、そのようなも
のがあるといいと思っています。
　僕が現に今陸前高田に住ませてもらっていて、住むといろいろと分かることが
あります。
　陸前高田は、震災で大きな被害を受けて今大変な状況であるのですけども、そ
の中で住んでいる中で、例えば、洗濯物を干していて、外回りに出ていて雨が降っ
てしまって、ああやばいってダッシュで帰って来るときれいに玄関に洗濯物がた
たまれて置かれていたりするとかがあります。あるいは、周りの人々が「おまえ、
最近おいしいもの食っているか」と来てくれたり「かつおが取れたぞ」と言って
持って来てくれたりとかといったこともあります。
　そこに居なければ、全く分からない、経験もできないことはたくさんあります。
居るということの大切さ、存在することの大切さということをもっと現場に出る
中で皆さんに感じてもらえるといいのかなと思っています。
高橋　私が学生時代のときに非常に印象に残っているカリキュラムがもう１個が
ありまして、２年生の夏季休暇中に対人コミュニケーションという福山先生のカ
リキュラムです。この講義を通してコミュニケーションには多様性があるという
ことを非常に学ばせてもらいました。
　コミ福というものを考えるときに、もちろんスポーツもコミュニケーションを
取る手段の一つだと思いますし、コミュニティ政策、コミュニティを形成してい
く上でもやっぱりコミュニケーションが必要ですし、福祉学科ということで人を
支えていく、支援していく上でもコミュニケーションっていうのはやっぱり必要
となっていくと思います。
　そういうコミュニケーションについての考えと、自分のコミュニケーションに
ついて考えられるカリキュラムがあると、より一人一人の学生さんがコミュニ
ケーションというのに興味を持って、意識を高く持って、また日常生活の中でも
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過ごすのではないかなというふうに思っています。
　これは今日、声を大にして言いたかったのですけど、コミ福に入ったから、福
祉学科にいるからといって福祉関係の仕事に就いてほしいとは全然思わないので
す。もちろん、コミュニティ福祉学部を出て福祉の現場に就職すれば、いろんな
仕事で生かせる部分もあると思いますし、仕事以外日常生活の中でも学んだこと
を生かせるようにすることあると思います。
　しかし、私としては、社会を見るうえでいろいろなニュース、物事を見るとき
に表面的な部分で捉えるのではなくて、その背景をベースにどういう社会事情が
あって、一人一人にどういう状況があるのかっていうことをぜひ考えて、考えら
れる人たち一人になってほしいなという思いがあります。
　例えば、ニュースで虐待、子どもを殺しちゃったとかネグレクトで死んじゃっ
たとかっていうニュースがあるときに、翌日職場に行くと年配のかたがたが「ね
え、ニュースで子どもが死んじゃってね、おばあさんもよくそっちに遊びに行っ
ていて面倒見ないで子どもがかわいそうにね」みたいな話を聞ききます。表面的
に言うと、報道の仕方もありますし、そのお母さんが悪者というか、ただ単に育
児を放棄して遊んで夜の仕事をして、子どもを殺しちゃったというふうに捉えら
れるかもしれないですけども、じゃあそうなったのは、どういう背景があるのか
ということです。
　例えば、子どもを保育所に預けられなかったりとか、男女の賃金格差があって、
夜の仕事をせざるを得なかったということがあるかもしれません。ダブルワーク
でなくも複数の仕事をやらざるを得なかったという表面的なことではなくて、そ
の裏にはどうしてそういう事件を起こしてしまったのかっていうのを、その当事
者の責任だけじゃなくて背景にどういう社会事情があったのかっていうのをぜひ
考えられる人になっていただけたらなというのが私の思いです。
杉原　こんなカリキュラムがあったらいいなということですけど、松尾先生が
おっしゃられたように、コミ福としての学びをしっかり、どの学生も学べるよう
なカリキュラム作りっていうのは大事だなというふうに思います。あと、それぞ
れの学問、コミ福全体に言えると思うのですけど、とても現場が近い学問かなと
いうふうに思っています。
　実際の現場、実践によりアクセスできるようなカリキュラム作りがどんどんな
されていくと、やっぱり具体的な姿が見えないと学生もつまんないだろうし、よ
り自分がその学問にのめり込めるのは実際の現場に近づけることが大事かなとい
うふうに思うので、学生の現場がどんどん近づいていけるようなカリキュラムが
できれば、もっともっといいのではないかなというふうに思います。
　あと、現役の学生さん、特に学部生の方はやっぱり卒業論文は取ったほうがい
いと思います。なぜなら、そのテーマについてとことん向き合って文字をつむぎ
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出していく作業は、多分大人になったらなかなかやらない作業だからです。
　でも私はこれで最後にしたいなというふうに思っています。そのことについて
しっかり考え込むっていう作業は、とても大事なことだと思うのでしたほうがい
いのではないかなと思います。
■今後のコミュニティ福祉学部の展望
大夛賀　５人の方から今後コミ福はこういうふうになったらいいなという話をい
ただきました。
　少しまとめさせていただきますと、現役生には振り切れる意識を持ってほしい
と杉本さんからいただきました。学科横断的な昔のような要素をもうちょっと
あったらいいなという松森さんの意見もありましたし、現場に長期滞在するよう
なプログラムをぜひ考えてくださいと、大塚さんからいただきました。あるいは、
高橋さんからは対人コミュニケーションのような前につながるようなスキルが身
に付けられるようなきっかけになるような授業が欲しいし、最後に杉原さんは
もっと現場に出て行くような姿勢のプログラムとか、あとはスポーツ学科でもコ
ミュニティ福祉に関わる全てを学べるようなカリキュラムづくりをしてほしいと
いう卒業生からのリクエストがありました。
　このような視点を踏まえて、最後にちょっと今後の展望を踏まえて最後に松尾
先生にお話をいただきたいと思います。
松尾　最後に私からは３点、お話をさせていただきたいと思います。
　まず学生を対象に行った調査の結果を見ていただきたいのですが、立教学生にア
ンケートをとると、自分が入学する学部が第１志望だったかということを聞くとコ
ミュニティ福祉学部の場合、実はあんまり多くないのです。ところが、卒業すると
きに立教大学生の卒業生となることに誇りを感じるとか、満足しているかという項
目をみると、コミュニティ福祉学部が全学部のなかでトップに立っています。
　ですから、先ほどコミ福は生徒と先生方の距離が近いという話がありましたけ
ど、学部としてはできるだけ学生に「ああ、ここ来て良かった」と言っていただ
けるような教育をこれからもしっかり続けていく必要があると思っています。
　今日、コミ福の学生の特徴でグループディスカッションするときに黙って聞い
ている子が多いという話があったと思います。でも実はそれは強みだという話を
１点目にしたいと思います。
　各大学卒業生対象に、他の大学の卒業生と比較して、自分たちはこの能力は
劣っているあるいは勝っているという項目をみたのがこれから紹介するアンケー
ト調査です。
　データをみると、立教の学生は、みんなの意見をしっかり聞いて取りまとめて
いく力っていうのは、やっぱり立教は非常に優れていると卒業生は評価していま
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す。コミュニティ福祉学部を中心として、立教学院の卒業生全体の特徴だと思い
ますけれども、よく人の意見を聞くということです。これはフォロワー型のリー
ダーシップと言ってもいいかもしれませんけども、非常にこれは強みです。先輩
諸君におかれましても現役諸君におかれましても、ぜひこの力をぜひ伸ばして
いっていただくといいなというのが１点です。
　それから２点目です。先ほど全てのいわゆる悲惨な状況から目をそむけないと
いう福山先生のお話がありましたけど、これから人口減少社会が始まります。こ
れから高齢化はますます進行し30年後には36パーセント超えます。こうなった
とき誰も経験したことのない社会にあって、これまでの競争社会からみんながほ
んとうに共生して生きていけるのかを考えなくてはいけません。成熟社会の扉は
開いたのです。
　こういう中にあって、勝ち組、負け組っていう発想ではやっぱり限界があると
思います。全ての人がその人らしく生きていく、福祉マインドとはその人が、そ
の全ての人が、その人らしく生きていけるように心を尽くす精神のことです。要
するに、全ての人がどうやったら豊かに生きられるかという議論の中で、やっぱ
り福祉がこれからの時代を担う中心的な学問になるのだと思います。そういった
意味で福祉がこれからの先端の学問であるということを認識して欲しいというの
が２点目です。
　３点目です。22歳の人たちがどんな時代を生きてきたかっていうのを見てみま
した。産まれたときにバブル崩壊でした。次にバブル期による就職氷河期が始ま
ります。そして、幼稚園になって阪神淡路大震災があります。さらに、小学校に
なってアメリカの同時多発テロ事件がおこります。
　次に、中学校期になりますと、中越沖地震が起こっています。そして、スマト
ラ沖の地震もあります。高校期には、今度はリーマン・ショックが始まります。
これによって世界経済危機に陥るわけですね。そして大学期には、東日本大震災
が起こる。まさにこういった状況です。
　こういう中にあって、日本私立大学連盟という120を超える私立大学が加盟す
る団体が、大きな調査をやりました。調査対象者は、7,000名を超えます。この結
果から、とてもまじめでこつこつやる学生諸君の像が見えました。
　今日、来られている先輩諸君のほとんどを私は存じ上げていますが、みな大学
時代からもがいている。
　「これでいいんでしょうか？」ともがいていた人たちが今、こうやって社会で
活躍してくれています。
　この会場には現役の学生諸君もいらっしゃいますけれども、自分にトライしな
がらチャレンジしていく。常に迷って行く。迷いながら、迷いながらでも、一歩
先にという気持ちで臨んでいく、そういう人であってほしいし、そういう人を
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作っていける学部でありたいと思っているところでございます。本日はどうもあ
りがとうございました。
■フロアとのやりとり
大夛賀　松尾先生そして福山先生、シンポジスト５人の皆さまありがとうござい
ました。最後に質問を受け付けたいと思います、何かフロアのみなさまシンポジ
ストの方に聞いてみたいことはありますでしょうか。
福田　貴重なお話をありがとうございました。コミュニティ政策学科３年の福田で
す。今までいろんなコミ福を多面的に見る意見とかもいっぱい出たと思うのですけ
ど、最後にこれがコミ福の特徴だということを一言皆様に伺えればと思います。
松森　非常に難しいですね。私のときというと、皆さん方のときは何か自己主張
が少ないとか、そういったような話とかもあったと思うのですけれど、私のと
きっていうのは、もうほんとにいろんな人がいろんなそれぞれの立場から、いろ
んな意見を言い合ってたというふうな、時代だったと思います。
　先ほどの話でもあったと思うのですけれど、自分が楽しいとか自分がこれが大
切だなと思うところを、しっかりと他の人たちと話しながら、自分自身を磨いた
りとか自分自身を試したり、時にはへこんだりとか、そういったことが日常的に
いろんな仲間とかいろんな先生方とできるのってことがコミ福なんじゃないか
なっていうふうに思います。
杉本　真ん中のほうに座っている馬場君を見て思い出したのですけど、コミ福イ
コール進歩的石頭であると思います。以上です。
高橋　僕もコミ福に居させてもらって、一番強く思っているのはつながり強さで
すね。なので、先生も仲間も後輩もみんな含めてのつながりの強さが特徴かなと
思います。
大塚　ぱっと思い付いたことで言いますと、答えがないことをひたすらと追い続
ける学問かなと思います。先ほど言った尾崎先生の授業でも人と向き合うことは
何か、別れを見つめ直すとか、何だそれっていうことを、ほんとに90分ひたすら
考えて、授業が終わった後も友達と話し合ったりしていた記憶があります。世の
中にはいろんな意見があって、みんなの意見が正解だし、一つの答えを導くとが
すべてではないと思います。正解を導き出すというよりは、みんなの意見を出し
合っていく、答えのないことを追い詰めることも重要だと思います。
杉原　コミ福とはスポーツウエルネス、福祉、政策、教員、現役生、そしてOB
がつながりを大切にできるか、ではないかと思います。以上です。
大夛賀　みなさま長い時間、ありがとうございました。それではこれでシンポジ
ウムを終わりにしたいと思います。もう一度シンポジストの方に盛大な拍手をお
願いします。
